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シミン (BSO)を併用 して,ATOの効果が増強されるメカニズムを角卒析 した。
研究の結果,BSO併用で増強されるATOの抗腫瘍効果は,ROS応答性のミトコ
ン ドリア経由アポ トー シスであることが明らかになつた。その実行因子としてBCL2
ファミリー蛋白質であるBIMEL,MCLl,BAXが同定された。BIMELは,平常時は
アポ トー シス抑制蛋白質MCLlと複合体を形成 して不活性状態であるが,ATO/BSO
刺激によつてリン酸化を受けると,BIMELがMCLlから解離する。解離したリン酸
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イ 福井大学医学系研究科博士論文審査実施細則第12条第2項の規定により免除する。
2学位論文の関連分野についての試問の結果の要旨
上記の者に射し, により,学位論文を中心とした関連分野について試問
筆 答
を行つた結果 全 量生_と判定した。
3専攻学術全般の試問の ヒヨロ
ア 上記の者に対し, により,専攻学術全般についての試問を行つた結果
筆 答
珪≧企径■と半U定した。
イ 福井大学医学系研究科博士論文審査実施細則第 12条第2項の規定により免除する。
4総合認定の要旨
認める。
検討の結果,博士課程を修了した者と同等以上の学力を有すると
認めない。
